












































                                                        
1 王立達（1958a）を参照。  
2 王立達（1958a）の p.94 を参照。本稿では，中国語と日本語の字体について，それぞれ原語のものを用
いた。なお，中日双方のコーパスに出た旧字体も原文のまま取り入れた。  

















































などの形を含め，計 105 例が見られる。このうち，最も多い使い方は「に基づく」の 38
例と「に基づき・に基づきて」の 43 例である。現代語で用いられる「に基づいて」と「に
基づいた」の形はそれぞれ 6 例しかなく，しかも，初出は 1901 年以後となっている。次は
「に基づく」に関する用例である6。  
 
① 人の之に求むるは自然の本性に基づくものなること明なり，（1895 年 7 号，中島力
造「道徳上の權利とは何ぞ」）  
② 平均壽命に基づき，掛金を定めて，營業する生命保險會社は，直接に失敗を招き，
（1895 年 10 号，志田钾太郎「戰爭保險」）  
③ 籬島が自らいふところに據るに此書は宮古歳時記山城名所記行の二書に基づきて
作るとあり，（1895 年 8 号，饗庭篁村「都名所圖繪の板元」）  
④ 尚ほ此條約に依て獲得したるものは，最惠國條款に基づける將來の利益及び清國内
地に於て賣買自由の權利則ち是れなり。（1895 年 7 号，添田壽一「日清戰爭の經濟
上の觀察」）  
⑤ 此の外交なるものは，各國家の國是に基づいて定めらるゝものであつて，（1909 年
11 号，林董君「世界に於ける各國外交の大勢」）  
⑥ 爾後棉花は成るべく米國から取り寄することを力めねばなるまいと勸告したのは















































 『太陽コーパス』には，連体用法の「に関する」の用例が 2227 例あるほか，「に関し・に
関して・に関しては・に関しても・に関してゐる・に関してをり・に関しての」などの形







精到なる議論を掲ぐ（1895 年 1 号，久米邦武「学界の大革新」）  
② 人皆其の行の是非に關して，些の疑惑をも感ぜざるべく，且必ずや聲を揃へていは
ん是れ善なりと（1895 年 02 号，坪内逍遥「戦争と文学」）  
③ 例へば農業に關しては，彼の地租輕減の如き，假令正當なりとするも現時の經濟に
於ては，特に勉めて之を行はんよりは須らく力を農業信用及農業教育の如き積極的




（1895 年 2 号，福沢諭吉「福沢翁の時事意見」）  
⑤ さういふ觀察は，いろ～～な方面に向けることが出來ようが，それは略して英國の




















































の急務（1895 年 1 号，坪内逍遥「戰爭と文學」）  
② 三國より日本政府に對し，其の遼東半島を永久に占有するは，東洋平和のために非
ずと申込めるは，實に四月二十三日なり（1895 年 6 号，政治「日本と三國との交渉」）
③ 而して從來歐米人に對しては，既に開港したる重慶港を，新たに開放すと明言する
は，無用の條件なるに似たるも，實は然らず，（1895 年 5 号，商業「新條約に伴ふ
通商上の利益」）  
④ 英國は，支那に對しても，亦久しく此政策を執れり。（1895 年 1 号，尾崎行雄「對
清政策」）  
⑤ 通商上列國に對する關係益々頻繁を加ふべきや逆睹すること寔に易々たり，（1895
年 1 号，井上辰九郎「經濟的鬪爭」）  
⑥ 故に將來我帝國は清國に對する用意より論ずるも，一般尚武的の精神を遍ねからし
むるの必要あるのみならず，（1895 年 1 号，千頭清臣「戰勝後の教育」）  
⑦ 祖父母父母に對したる殺傷の罪は特別の宥恕及び不論罪の例を用うることを得ず







































































政府に貸與するに决せり。（1895 年 7 号，時事「日露新條約成る」）  
② 葢し人は境遇に由りて思想を變ずるものなれば境遇に由りて好尚を異にするは吾
人が徃々實驗する所なり然れども（1895 年 4 号，大江敬香「明治詩家評論」）  
③ 例へば官吏の登庸試驗は，優者を登庸する所以に異ならずと雖も，試驗官たる淘汰
者の如何に由りては，反對の結果を見ることなしとせず，（1895 年 3 号，千頭清臣
「戰下・側面的觀察」）  
④ 然れども通して之を論ずるに，目に由る記憶，耳に由るよりも易きは，疑を容るゝ
を得ず，（1895 年 1 号，三宅雪嶺「漢字の利害」）  
⑤ 將士の忠勇義烈に由ると雖も，抑もまた軍隊組織，作戰計畫等の其の宜しきを得た










 《四庫全書》（電子版）で検索すると，“由於”の用例は 7646 例も数えられている。それ
に，用例が上古から清の時代まで広範囲に分布していて，昔から中国語にあった表現であ
                                                        




















































しかば，（1895 年 7 号，海内彙報，法律界「裸婦人畫問題」）  
② 本邦にては土壤を以て作物に肥料を與ふるの機關と認めて各作物に之れを施すを
常とせり（1895 年 5 号，農業，矢部規矩治「本邦の氣候と施肥の關係」）  
③ 是が則ち時勢の大躰經濟社會の全部に於て政府は最早や國立銀行延期の必要なし
と認めたのであります，（1895 年 2 号，商業「國立銀行問題」）  
④ 之を概するに彼等の眼には，戰爭は一の兇事と認めず，寧ろ殖民出稼の如く思惟し，
相爭ふてその役に就く。（1895 年 7 号，藤田精一「蒙古大王拔都の西歐侵掠」）  
⑤ 工業の本領に着眼するの遲き，吾人は之を以て我が經濟界の不幸と認めざるを得
























































などを含め，計 200 例ほど数えられる。  











遺漏したれば之に附記す。（1895 年 2 号，幸堂得知「古今演劇談」）  
② 余が一等書記官と成りて使節に歐米に從はん事を勸め給へり，（1895 年 4 号，史傳，
福地源一郎「維新の元勳」）  
③ 是等の人々の中には遠足旁々慰みを主として行くも有り，何か玩弄物と成る物を獲
ようと云ふ好事心に促されて行くも有り，（1895 年 9 号，坪井正五郎「石器時代遺
跡の實踐は人類學上如何なる利益有りや」）  
④ 正字通，字彙，佩文韻府，康煕字典等，皆明清の間に成り，近時に至りて又語法音
源の出づるあり。（1895 年 3 号，三宅雪嶺「字音の標準」）  
⑤  大使の米歐回覽實記は多く君の手に成ると云、方今職を辭して著作に從事せられ、
（1895 年 1 号，久米邦武「學界の大革新」）  
⑥  盖し絶大の人物は絶大の事業を成し，絶大の事業は絶大の人物を生じ，（1895 年 1
号，中西牛郎「日本帝國の任務」） 
⑦  社會全般の事物は社會を成す所の國民の事業なれば，國民の性質智能を明かにし，













































は 273 例，「と見て，と見ては，と見ても，と見てゐる，と見ておる」は 239 例が数えられ










と稱し，（1895 年 11 号，中西牛郎「文學界の遷流及文學者の壽命」）  
③ 敵國艦隊は東西に出沒し，前に在るかと視れば忽焉として後にあり，先づ沿海の海
運を杜絶し其の商工業を第一に妨害すべく，（1895 年 6 号，記者「某大佐の兵事談」）
④ 彼支那の女をば男のために子を生み養育する物と視做したるとは全く風俗を異に
せり。（1895 年 8 号，久米邦武「倫理の改良」）  
⑤ 英國保守黨の機關と視做さるゝスタンダード新聞の論に曰く（1895 年 9 号，「英國
の日英同盟論」）  
⑥ 但し右年限の滿ちたるときは未だ該地方を去らざる住民を日本國の都合に因り日















































































                                                        
8 森田良行・松木正恵（1989）の凡例（p.xi）を参照。  
9 『日本語学研究事典』の p.221 を参照。当該「複合助辞」の項目は飛田良文氏の執筆による。  
10  参考文献にある山田孝雄（1935，1940），築島裕（1963），小林芳規（1967），および柏谷嘉弘（1987，
1997）などは代表的なものとしてあげられる。  
11 『日本語学』（特集・複合辞）1984 年 10 月号，明治書院  
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